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地⾐類（lichens）は⾮常に多様な存在であり，⼀⾔で説明するのはなかなか難しいですが，
簡潔に説明するとすれば「藻類と共⽣する菌類の総称」であるといえます。本要旨では地⾐
類を構成する菌類と藻類について概説するとともに，私が博⼠課程の研究で扱った⽇本産
の担⼦地⾐類について解説したいと思います。 

 

19 世紀中頃まで，地⾐類はシダ植物やコケ植物と並んで「隠花植物（cryptogam）」の⼀⾓
を占め，菌類とは異なる独⽴した存在であるとみなされていました。ところが，1860 年代
後半にスイスの植物学者 Simon Schwendener（1829–1919）が「地⾐類は藻類を奴隷とする“菌
類”である」という仮説（通称，⼆重仮説）を提唱したことにより，地⾐類研究は⼀つの歴
史的な転換点を迎えることとなりました。当時の著名な地⾐類学者たちは Schwendener の仮
説に強く反発したものの，有効な反証を提⽰することはできませんでした。その後，地⾐類
が菌類の仲間であるという考え⽅は少しずつ受け⼊れられるようになり，1952 年に発⾏さ
れた国際植物命名規約（ICBN; International Code of Botanical Nomenclature）（ストックホルム
規約）において，「地⾐類に与えられた学名は地⾐類を構成する菌類に適⽤される」という
⾒解が追加されました（Lanjouw et al. 1952）。また，同年にスウェーデンの地⾐類学者 Rolf 

Santesson（1916–2013）が出版した葉上地⾐類のモノグラフ（Santesson 1952）においても，
地⾐類は Nannfeldt（1932）が提唱した⼦嚢菌類の新しい分類体系の中に組み込まれていま
す。そして，Gargas et al.（1995）による地⾐類の包括的な分⼦系統解析の結果も踏まえ，現
在では地⾐類は完全に菌類の分類体系の中に組み込まれています。⼀⽅で，地⾐類における
菌類と藻類の関係性については現在でも様々な⾒解が存在しており，Schwendener の⾒⽅と
同様にコントロールされた条件下で「菌類が藻類に寄⽣している」という⾒⽅（Ahmadjian 

and Jacobs 1981）もあれば，ヒトの農業の営みのように「菌類が藻類を栽培している」とい
う⾒⽅（Dal Forno et al. 2020）もあります。いずれにせよ，地⾐類において菌類と藻類は多
かれ少なかれ共⽣的な関係にあるといえます。 

 

「地⾐類」という⾔葉は分類学的な名称ではなく，かつて「腹菌類（gasteromycetes）」と
してまとめられていた菌類の⼀群が現在の分類体系では菌類の様々な系統に散らばってい
るのと同様に，地⾐類も，ある程度の分類群的な偏りはあるものの，菌類の様々な系統に散
らばって存在しています。地⾐類（地⾐化菌 lichenized fungi）は 2016 年の段階で約 2 万種



が知られており，そのうちの約 99%は⼦嚢菌⾨，残る約 1%は担⼦菌⾨に所属しています
（Lücking et al. 2017）。⼦嚢菌⾨の中ではさらにチャワンタケ亜⾨の中のチャシブゴケ綱
（Lecanoromycetes），ホシゴケ綱（Arthoniomycetes），ユーロチウム綱（Eurotiomycetes），ホ
ソピンゴケ綱（Coniocybomycetes），リキナ綱（Lichinomycetes），ズキンタケ綱（Leotiomycetes），
ロウソクゴケ綱（Candelariomycetes）に，担⼦菌⾨の中ではハラタケ綱の中のアンズタケ⽬
（Cantharellales），ハラタケ⽬（Agaricales），レピドストロマ⽬（Lepidostromatales）に散ら
ばって存在しています。ちなみに，チャシブゴケ綱，ホシゴケ綱，ホソピンゴケ綱，リキナ
綱，ロウソクゴケ綱は全体あるいは⼤部分が地⾐類で構成されています。 

 

地⾐類を構成する藻類は共⽣藻（photobiont）と呼ばれています。ほとんど共⽣藻は真核
⽣物の緑藻の Trebouxia 属や Trentepohlia（スミレモ）属，もしくは原核⽣物のシアノバクテ
リア（藍藻）の Nostoc（ネンジュモ）属や Rhizonema 属の仲間です。しかし，ユーロチウム
綱のアナイボゴケ科（Verrucariaceae）の仲間の地⾐類の共⽣藻は特に多様であることが知ら
れており，⼀部にはストラメノパイル（Stramenopile）という真核⽣物の⼀群に分類される
⻩緑藻（Xanthophyceae）や褐藻（Phaeophyceae）を共⽣藻とするものも知られています
（Sanders et al. 2004; Thüs et al. 2011）。現在知られている共⽣藻の総数は 100〜160 種程度と
地⾐化菌の総数と⽐べると⼆桁も少なく（Skaloud and Peksa 2010; Voytsekhovich 2013），まだ
記載されていない共⽣藻の多様性を考慮したとしても，⼀種の藻類が複数種の菌類と共⽣
している状況となっています。地⾐類において，菌類と藻類の共⽣関係は基本的に種レベル
で 1 対 1 であるとされていますが，いくつかの例外も知られています。例えば，チャシブゴ
ケ綱のツメゴケ科やキゴケ科の⼀部の仲間は緑藻とシアノバクテリアの両⽅と同時に共⽣
することができ，ホシゴケ綱の Lecanographa amylacea は緑藻の Trebouxia 属と Trentepohlia

属のいずれとも共⽣することが知られています（Ertz et al. 2018）。地⾐化菌は⼀部の例外を
除いて野外では単独で存在しないのに対し，共⽣藻は分類群によって事情が異なり，
Trebouxia 属や Rhizonema 属は野外では通常地⾐化した状態でしか存在しませんが，
Trentepohlia 属や Nostoc 属はしばしば⾃由⽣活もしています。共⽣藻の分類や⽣態は地⾐化
菌と⽐べてまだまだ未知の部分が多く，ここ 10 年の間でも，これまで地⾐類の共⽣藻とし
て知られていなかった分類群や新たな系統の藻類（例：Apatococcus，Heveochlorella，
Vulcanochloris ） の 報 告 が 相 次 い で い ま す （ Vančurová et al. 2015; Sanders et al. 2016; 

Zahradníková et al. 2017）。 

 

私は博⼠課程の研究で担⼦菌⾨に所属する地⾐類（担⼦地⾐類 basidiolichens）の分類学
的な研究を⾏ってきました。担⼦地⾐類には「きのこ」を形成するものが多く，シラウオタ
ケ Multiclavula mucida はきのこ図鑑にも載っている代表的な仲間といえます。しかし，その
ほかの担⼦地⾐類についてはあまり知られていないのが現状です。ここでは，最近記載され
た種も含め，現時点で知られている⽇本産の担⼦地⾐類（3 ⽬にまたがる 5 属 10 種）につ



いて概説します。 

 

アンズタケ⽬： 

 コケノコダマタケ Bryoclavula phycophila（図 1A） 

ごく最近記載された種で，現在のところ⽇本でのみ知られています（Masumoto and 

Degawa 2020a)。⼦実体は⽩⾊の棍棒状，⾼さは 2–4 mm と⾮常に⼩型で,湿った岩上
のやや分解が進んだ蘚苔類上で⾒つかっています。本種は⼀⾒するとシラウオタケの
ようにみえますが，シラウオタケはもっぱら湿った朽⽊上に⽣え，⼦実体の⾼さが 1–

2 cm になる点で異なります。本属はシラウオタケ属 Multiclavula とは系統的に離れて
おり，独⾃に藻類と共⽣するようになったと思われます。まだ発⾒例は少なく，⽣態
の解明にはさらなるサンプリングが必要といえます。 

 

 シラウオタケ Multiclavula mucida（図 1B） 

湿った朽⽊上に⽩⾊で棍棒状の⼦実体を群⽣するよく知られた種で，南半球も含めて
世界各国から報告があります。⽇本でもブナ帯を中⼼によく⾒られますが，より低地
でも⾒つかっています。意外にも⽇本周辺の中国や韓国からの正式な報告はまだあり
ません。⽣える朽⽊の種類に明確な傾向はないようで，針葉樹の朽⽊にも広葉樹の朽
⽊にも⽣えます。⼦実体が枝分かれするなど，時に形態的な変異があるようですが，
今のところ全て同種とされています。担⼦地⾐類としては珍しく普通種といえますが，
今後多くのサンプルを集めことで何か違いが⾒出されるかもしれません。 

 

イワノシラツノ Multiclavula petricola（図 1C） 

本種もごく最近記載された種で，現在のところ⽇本でのみ知られています（Masumoto 

and Degawa 2020b)。⼦実体は⽩⾊の棍棒状でコケノコダマタケに似ていますが，⾼さ
は 3–6 mm とわずかに⼤きい傾向があり，また，先端がより尖る傾向もあります。本
種は亜⾼⼭帯針葉樹林内の湿った岩上で⾒つかっており，岩上に⽣えるシラウオタケ
属は現在のところ本種のみです。本種もまだ発⾒例が少なく，⽣態の解明にはさらな
るサンプリングが必要です。 

 

  ネコノコンボウ Multiclavula vernalis（図 1D） 

亜⾼⼭帯などの寒冷な場所の地上に橙⾊で棍棒状の⼦実体を形成します。⽇本では初
夏（特に梅⾬の時期）に⼦実体がみられます（Masumoto and Degawa 2020c）。アンズ
タケ⽬の特徴の⼀つとして，担⼦器がしばしば6–8 胞⼦性になることが知られており，
シラウオタケ属のほかの仲間も⼀般的に担⼦器が 6 胞⼦性ですが，本種の担⼦器は 4

胞⼦性です。ヨーロッパや北⽶での記録が多いですが，南半球にも分布しています。
⽇本では東北〜中部⼭岳地域からの報告があります。 



 

 レピドストロマ⽬： 

  アリノタイマツ Sulzbacheromyces sinensis（図 1E） 

本種には従来 Multiclavula clara の学名が充てられていましたが，私が調べた範囲では
東アジアに広く分布する Sulzbacheromyces sinensis と同種との結果が得られています。
Multiclavula clara は Berkeley and Curtis（1869）によって中⽶のキューバの標本をもと
に記載されましたが，原記載以降の確かな報告を⽋いており，詳細が不明な種となっ
ています。したがって，これまで⽇本でアリノタイマツとされてきた種は S. sinensis

と考えるのが妥当と思われます。⼦実体は棒状でシラウオタケ属の仲間に類似してい
ますが，アンズタケ⽬とは離れたレピドストロマ⽬に位置します。レピドストロマ⽬
は最近認識された分類群で，アテリア⽬と近縁な関係にあるとされています
（Hodkinson et al. 2014; Sulistyo et al. 2020）。⽇本では⻄⽇本から南⻄諸島にかけて分
布しており，中国，台湾，韓国，フィリピンからも報告があります（Liu et al. 2017; Liu 

et al. 2019）。 

 

 ハラタケ⽬： 

フランネルゴケ Dictyonema moorei（図 1F） 

ケットゴケ属 Dictyonema の菌類は⽷状のシアノバクテリアを共⽣藻とし，⼦実体よ
りも繊維状の地⾐体が⽬⽴ちます。フランネルゴケの⼦実体は背着性とされています
が，形成は稀です。地⾐体は岩上や蘚苔類上に広がるのみで，ケットゴケのように⽴
ち上がって屋根⽡状に重なることはありません。フランネルゴケはフィンランドの地
⾐類学者 William Nylander（1822–1899）によって Leptogidium moorei の名前で記載さ
れましたが，記載に⽤いられたタイプ標本は 1879（明治 12）年にフィンランド⼈の
探検家 Nils Adolf Erik Nordenskiöld（1832–1901）の率いるヴェガ号が北東航路の開拓
のため⽇本に寄港した際に，乗組員であったスウェーデンの地⾐類学者であり医師で
もある Ernst Almquist（1852–1946）が “Mourayama”という場所で採集したものです
（Nylander 1890; Henssen 1963）。ケットゴケ属の仲間は⼀般に汎熱帯性とされていま
すが，フランネルゴケは例外的に分布域が広く，ハワイや韓国でも⾒つかっているよ
うです（Dal Forno et al. 2017）。⽇本ではこれまでに東北から九州にかけて報告があり
ます。 

 

ケットゴケ Dictyonema sericeum（図 1G） 

ケットゴケの地⾐体は⽑⽻⽴った円形をしており，岩上や地上，樹⽪上で屋根⽡上に
重なるため，外観は半円形にみえます。縁部は⽩⾊を呈し，⼦実体（⼦実層）は地⾐
体の裏側に形成されます。フランネルゴケよりも暖かい地域を好み，⽇本では関東以
南に分布しています。ケットゴケ属の仲間はしばしば形態的な識別が困難であるもの



の，遺伝的な多様性は⾮常に⾼いことが知られており，Dictyonema sericeum も実際は
複合種でいくつかの系統に分かれると推測されています（Lücking et al. 2013）。従っ
て，⽇本産のケットゴケに対して D. sericeum の学名を充てるのが適切であるかどう
か今後検証する必要があるといえます。 

 

  アオツブヒナチャガサ Lichenomphalia meridionalis（図 1H） 

アオウロコタケ属 Lichenomphalia の仲間は傘と柄と垂⽣のひだをもつヒダサカズキ
タケ型（omphaloid）の⼦実体を形成します。本種の⼦実体は⼩型で，傘の直径が 3.5–

9 mm，柄の⻑さは 5–10 mm です。⼦実体は道路脇の地上に⽣え，⼦実体の周辺⼟壌
には直径 20–80 µm で⼩球状の地⾐体が多数存在しています。アオウロコタケ属の仲
間の多くは寒冷な環境に分布しますが，本種は⽐較的温暖な環境に分布しており，こ
れまでに地中海沿岸諸国からよく報告されています（Barrasa et al. 2009）。しかし，⼦
実体が⼩型で⽬⽴たないため，実際はもっと広域に分布している可能性があり，つい
最近は中央ヨーロッパのハンガリーからの報告もあります（Nagy et al. 2020）。⽇本で
は⻑野と⼭梨からの報告（Masumoto et al. 2019）のみですが，同様にもっと広域に分
布している可能性もあります。 

 

  アオウロコタケ Lichenomphalia hudsoniana（図 1I） 

⼦実体は朽⽊上や蘚苔類上に⽣え，傘は⻩⾊，柄は⽩⾊です。⼦実体周辺の基質上に
は直径 1–5 mm の鱗状の地⾐体が多数形成されます。本種は古くから地⾐体のみが先
に認識され，Coriscum viride の名前で知られていましたが，Gams（1962）および Poelt 

and Oberwinkler（1964）によって Omphalina 型の「きのこ」との関連性が認識されま
した。北半球の寒冷地を中⼼に広く分布しており，⽇本では北海道〜本州に分布がみ
られます。 

 

  チャサカズキタケ Lichenomphalia umbellifera（図 1J） 

⼦実体は朽⽊上に⽣え，傘と柄はやや⾚みがかった褐⾊で朽⽊上に⽣えます。地⾐体
はアオツブヒナチャガサと同様に⼩球状で，基質である朽⽊上に多数形成されます。
本種もアオウロコタケと同様，地⾐体のみが Botrydina vulgalis の名前で古くから認識
されていましたが，Gams（1962）および Poelt and Oberwinkler（1964）によって Omphalina

型の「きのこ」との関連性が認識されました。南半球を含め世界的に広く分布してお
り，⽇本では北海道〜本州に分布がみられます。 
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図版 

 

図１：⽇本産の担⼦地⾐類（5 属 10 種）。A: コケノコダマタケ Bryoclavula phycophila，B: 

シラウオタケ Multiclavula mucida，C: イワノシラツノ Multiclavula petricola，D: ネコノコン
ボウ Multiclavula vernalis，E: アリノタイマツ Sulzbacheromyces sinensis，F: フランネルゴケ 

Dictyonema moorei ， G: ケ ッ ト ゴ ケ Dictyonema sericeum ， H: ア オ ツ ブ ヒ ナ チ ャ ガ サ
Lichenomphalia meridionalis，I: アオウロコタケ Lichenomphalia hudsoniana，J: チャサカズキ
タケ Lichenomphalia umbellifera。 


